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長時間測定では，γ線や宇宙線のノイズが問題に ⇒ β線源の導入，他

CCDの1024×256個の画素（1920秒，線源なし）

（2019）

（2020）



○ 分光器＋冷却CCDカメラによる気体キセノンのNIR光測定試験
・気体キセノンはNIR領域で発光スペクトルが既知 → 測光系をテストできる 
・希薄な気体でも，チェッキング線源による励起で発光量は足りるか？

⇒ 希薄な気体でもNIR発光のスペクトルが測れそう　液体キセノンでは，チェレンコフ光も？

動
機

測定時間 ⇒ 1,920 sec 
回折格子 
  ⇒ 150 G/mm，800 nm 
入射スリット 
  ⇒ 3 mm（Δλ～ 60 nm） 

ロングパスフィルタ 
　λ＞ 580nm

・チェッキング線源（90Sr β線源～１MBq）

・エルボとβ線入射窓（30μm厚SUS304箔）

Preliminary
・BG（1920秒×100） 
- BGレベル 
・GXe＋90Sr（1920秒×3）



・ 液体キセノンの微弱な近赤外発光の分光測定のために系の感度を高めた 
・ 気体キセノンをチェッキング線源のβ線で励起し，近赤外の発光スペク
トルを測定することが出来始めた 

・ 測定系への入射光量をもっと増やし，スリットを狭めて分解能を高める 
・ 液体キセノンについて高感度な分光測定を行ない，発光時間特性や入射
線種による発光の違いの有無を調べ，粒子弁別への応用や，エネルギー
分解能の向上などを目指す 

・ チェレンコフ光の発光スペクトルも測る 
・ 高感度な分光測定の技術で，G3Cでの連携を強める

まとめ

  査定額 
　　物品費：  20 千円  ⇒  真空系の消耗品 
　　旅費：   100 千円  ⇒  神岡旅費（次年度に繰り越し）

本研究は，B07「第３世代の暗黒物質直接探索実験」とも連携すると共に， 
科学研究費補助金（19H05805）の支援も受けています

今後の予定


